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兵庫県保険医協会

となき正勝宝塚市議 ( 左上）が、山﨑晴恵新市長の
市政について詳しく解説

宝塚社保協第 17 回総会

　北阪神支部も参加する「社会保障をよくする宝塚の会（宝塚社保協）」は、９月 28 日に宝

塚医療生協ひだまり会館で第 17 回総会を開催し、加盟団体から 12 人が参加した。総会議

事では中井通治支部長、脇野耕一副支部長が副会長に選出された。記念講演として宝塚市議

会議員のとなき正勝氏が「宝塚市のコロナ対策」について議会報告した。

　（１）市独自施策（昨年から実施されてきた市独自施策）

　水道料基本料金３カ月免除（5.5 億円）、事業者への家賃補助１０万円、子育て世帯臨時給

付金（2.9 億）、ひとり親家庭臨時給付金（1.9 億）、PayPay ポイント還元（3.8 億円）、市立

（次のページに続く）

妊婦へのワクチンすばやく対応
議会報告
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クイズチラシ・署名の注文などは TEL078-393-1807 まで

幹事会だより
第 409 回　10 月 7 日 ( 木 )　参加 5 人

◆北阪神支部の会員数と組織率
　9/30　現在　医科 335 人（73％）、歯科 210 人（64％）

◆情勢と医療運動対策
    10 月幹事会では、支部総会での任務分担、総会議案書 ( 案 ) の内容について話し
合われた。総選挙について小選挙区制では民意が反映されないので中選挙区制に戻
す議論をしないといけないとの意見も。
◆当面の支部活動
    10 月 30 日 ( 土 ) に支部総会を伊丹シティホテルにて開催予定。神戸市立医療セ
ンター中央市民病院感染症科の黒田浩一先生より記念公演「正しく知ろう、新型コ
ロナウイルスワクチン」をテーマに講演いただく予定（案内４面）。
　2022 年 1 月 15 日 ( 土 ) 新春政策研究会を加藤擁一副理事長を講師に「医療費抑
制政策の転換について」をテーマに開催予定。
　2022 年 3 月 24 日（木）に 2022 年度診療報酬改定研究会を開催予定。
◆次回幹事会
　10 月 7 日（木）14 時 30 分～「宝塚中央公民館　２階　208 号」にて開催予定
　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせは℡ 078-393-1817 小川・大野まで

TEL 078-393-1817 ／ FAX 078-393-1802　e-mail　akane@doc-net.or.jp　担当：大野まで

支部ニュースへの投稿を募集しています。

日常診療にかかわることや、主張、趣味のお話などお寄せください。

☆北阪神支部ニュースへの投稿を募集しています

　　　　　　　　　　　　　http://www.hhk.jp/
　＊新型コロナウイルス関連情報として、助成金、融資、診療報酬の特例など、

　　掲載しております。

　＊生涯研修に役立つ各種研究会のご案内、生活を支える共済制度のご紹介、日々

　　の協会活動報告を掲載しております。ぜひご覧ください！

　兵庫県保険医協会のホームページ

病院への補助（6 億円）、学校や福祉施設のコロナ対策にかかる費用への補助、医師会が設置

する PCR 検査センターへの補助、スクールサポートスタッフの独自配置、生理用品配布（対

象は経済的な理由により生理用品の購入が困難な 18 歳から 22 歳までの学生 /100 万）が国

からの特別臨時交付金（30 億）により市独自施策として行われた。

　（２）ワクチン接種

　9 月 24 日時点の接種率は１回目の全国平均は 67.8％、２回目は 55.8％だったが、宝塚市

は１回目は 57.29％、２回目は 46.35％となり全国平均よりも低くかった。宝塚のワクチン

接種が遅れた原因については、①国が当初、ワクチンの供給量を接種率の高い自治体に優先

的に配分していたこと、②高齢者への接種で、集団接種よりも個別接種を多く実施したこと、

③エッセンシャルワーカーへの接種は市内就労している人（市外在住者含む）全てに実施し

たことなどから、接種率の数値が実際に接種している件数よりも低くなっていたので、結果

的にワクチン供給も少なくなったことがあるとした。一方で普段かかっている医療機関でワ

クチンが打てることは安心感に繋がり、接種のスピードは落ちたが安全性は高くなった、と

説明した。また、妊婦へのワクチン接種は優先的に行えるようすばやく対応しており、山﨑

市長はワクチンに熱心で細かく関わっている市政は評価できるなどと報告した。

新型コロナに負けず、お口の健康を守るために

　歯科医療は、「感染症の予防」「基礎疾患のある患

者の重症化予防」など全身の健康にとっても重要で

あると指摘されています。

　「お金の心配をしないで歯科治療を受けたい」「丈

夫で違和感の少ない入れ歯や自然の歯の色に近いか

ぶせものなどを保険適用してほしい」という患者・

国民の要求は切実です。

　感染症予防のためにも、地域で患者・国民が安心

して歯科治療を受けられるよう、保険でより良い歯

科医療を求める請願署名にご協力下さい　　　　　  

署名用紙の注文などは TEL078-393-1809( 歯科担当 ) まで

保険でより良い歯科医療実現のために

署名活動にご協力下さい！


